
・

・

・

・

・

・

・

・

・

○内容
　　　・
　 領域

「話すこと・聞くこと」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.99で、全国平
均正答率を下回っている。
(佐賀市68.8）（全国69.2）
「書くこと」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.03で、全国平均正答率
を上回っている。
（佐賀市62.5）（全国60.6）
「読むこと」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.93で、全国平均正答
率を下回っている。
（佐賀市65.4）（全国70.2）
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正
答率の割合は、1.01で、全国平均正答率を上回っている。
（佐賀市78.6）（全国78.0）

○グラフ

A問題（主として「知識」に関する問題）の結果

○全体 全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.00で、全国平均正答率とほぼ同等である。
（佐賀市75）（全国74.8）

○評価
     の
   観点

「話す・聞く能力」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.99で、全国平均
正答率を下回っている。
(佐賀市68.8）（全国69.2）
「書く能力」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.03で、全国平均正答
率を上回っている。
（佐賀市62.5）（全国60.6）
「読む能力」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.93で、全国平均正答
率を下回っている。
（佐賀市65.4）（全国70.2）
「言語についての知識・理解・技能」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合
は、1.01で、全国平均正答率を上回っている。
（佐賀市78.6）（全国78.0）

Ⅲ－(２)小学校国語科（１／５） 佐賀市教育委員会
佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

◆　　平成２９年度　全国学力・学習状況調査結果　《小学校・国語科》　　◆

■調査結果の概要
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○内容
　　　・
　 領域

「話すこと・聞くこと」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.04で全国平
均正答率より上回っている。
（佐賀市43.3）（全国41.7）
「書くこと」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.00で、全国平均正答率
とほぼ同等である。
(佐賀市53.4）（全国53.4）
「読むこと」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.97で、全国平均正答
率より下回っている。
(佐賀市47.6）（全国49.2）

○グラフ

○全体 全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.99で、全国平均正答率を下回っている。
(佐賀市57.0）（全国57.5）

○評価
     の
   観点

「国語への関心・意欲・態度」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.04
で、全国平均正答率より上回っている。
（佐賀市43.3）（全国41.7）
「話す・聞く能力」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.0２で全国平均
正答率より上回っている。
（佐賀市65.9）（全国64.9）
「書く能力」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.00で、全国平均正答
率とほぼ同等である。
(佐賀市53.4）（全国53.4）
「読む能力」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.97で、全国平均正答
率より下回っている。
（佐賀市47.6）（全国49.2）

Ⅲ－(２)小学校国語科（２／５） 佐賀市教育委員会
佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

B問題（主として「活用」に関する問題）の結果
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○グラフ

B ３三
書く
読む

関心
書く
読む

物語を読み、具体的な叙
述を基に理由を明確にし
て、自分の考えをまとめ
る。

物語を読んだ感想を伝え合う場面で、具体的な叙述を基に、自
分がどのように解釈したのかについて理由を明確にしながら書
くことができている。

B 2三 書く
関心
書く

目的や意図に応じ、必要
な内容を整理して書く。

目的や意図に応じ、複数の資料を関連付けて読み、必要な内
容を整理しながら条件に合わせて書くことができている。

B １三
話す・聞く

書く

関心
話す・聞く

書く

目的や意図に応じて、話
の構成や内容を工夫し、
場に応じた適切な言葉
遣いで自分の考えを話
す。

目的や意図に応じて、自分が伝えたいことが伝わるように話の
構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言葉遣いで話すこと
ができている。

B １一
話す・聞く 話す・聞く

動画を見る目的を捉える
ことを通して、目的や意
図に応じ、適切な言葉遣
いで話す。

目的や意図に応じ、自分が伝えたいことについて、場に応じた
適切な言葉遣いで話すことができている。

A ７(５) 伝統 言語

学年別漢字配当表に示
されている漢字を正しく
書く。

文の意味を理解した上で、児童の日常生活に基づいた漢字を
正しく書くことができている。

Ａ ７(１) 伝統 言語

学年別漢字配当表に示
されている漢字を正しく
書く。

文の意味を理解した上で，児童の日常生活に基づいた漢字を
正しく書くことができている。

Ａ 2二 書く 書く

手紙の構成を理解し、後
付を書く。

手紙の後付けにおける署名と宛名の位置関係などの手紙の基
本的な形式が理解できている。

Ⅲ－(２)小学校国語科（３／５） 佐賀市教育委員会

佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

■調査結果の分析　【 成果 （強み） 】

問題番号 領域 観点 出題のねらい 分　　　　　　　　析
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○グラフ

B ３二 読む 読む

自分の考えを広げたり深
めたりするために発言の
意図を捉える。

話し合いの中で、友だちの発言の意図を捉えることに課題があ
る。話し合いの中で考えの理由や根拠を明確にして発言するこ
とや友だちの考えの理由や根拠を正確に聞くことを意識して指
導したり、話し合いを振り返ったりする場を設ける必要がある。

B ２一 書く 書く

目的や意図に応じて、文
章全体の構成を考える。

目的や意図に応じて、よりよく伝わる文章構成の工夫について
考えることに課題がある。目的や意図に応じ、多様な情報を取
捨選択し、筋道立てて説明することができるように様々な文章
構成で書く場を多く設ける必要がある。

Ａ 6 伝統 言語

古文における言葉の響
きやリズムを楽しみなが
ら読む。

古文を声に出して読むことで感じられる言葉の響きやリズムに
ついて楽しみながら読むことに課題がある。古文は、読むこと
でより楽しめること、自分を豊かにするものであることを実感す
ることができる音読の場を工夫する必要がある。

Ａ ４二
読む
伝統

読む
言語

俳句の情景を捉える。 俳句を読み，その情景や表現の特徴を捉え，句に込められた
作者の思いを想像することに課題がある。言葉の美しい響きを
感じ取りながら文語の調子に親しみ，作者が捉えた情景や季
節感について感じたことを交流する場を設ける必要がある。

Ａ ４一
読む
伝統

読む
言語

俳句の情景を捉える。 俳句を読み，季節や情景，句に込められた作者の思いを想像
することに課題がある。俳句を音読したり，暗唱したりして言葉
の美しい響きを感じ取りながら文語の調子に親しむ場を設ける
必要がある。

■調査結果の分析　【 課題 （弱み） 】

問題番号 領域 観点 出題のねらい 分　　　　　　　　析

Ⅲ－(２)小学校国語科（４／５） 佐賀市教育委員会

佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日
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■評価の観点については、以下のように表記しています。 ■内容・領域については、以下のように表記しています。

読む能力 読む 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 伝統

言語についての知識・理解・技能 言語

話す・聞く能力 話す・聞く 書くこと 書く

書く能力 書く 読むこと 読む

評価の観点 表記 内容・領域 表記

国語への関心・意欲・態度 関心 話すこと・聞くこと 話す・聞く

■調査結果の分析　【指導改善について】

○ 様々な読み物に触れる場と交流の場の充実

　文章を読み取る際に、作者の意図や文章の言葉に込められた思いを想像する力が求められており、読み取った
根拠を示すことも大切である。特に、俳句・古文などの伝統的な言語文化の領域の読み取りの経験が尐ない。そこ
で、日頃から俳句や古文に触れ合う機会を意図的に設ける必要がある。また、作者の意図が読み取れているか、
ペアやグループで読みの根拠を確認し合う相互評価や交流活動を設ける。その際に、見直しをする観点を用意
し、十分に吟味させることでより深い読みの達成感を味わわせたいと考える。

○ 規則正しい生活への改善

　「朝食・就寝など規則正しい生活ができている」「きまりを守る」児童は正答率が高い。また、ゲームを全くしない児
童の正答率が高く、テレビ視聴やゲームのしすぎは、学力に影響している。ただ、テレビ視聴、スマートフォン使用
約１時間以内の児童の平均正答率が高い傾向にあることから、視聴や使用する時間を決めるなどして計画的に時
間を使い、規則正しい生活をすることが学力向上に影響すると考える。また、家庭での宿題、予習、復習に取り組
ませること、読書習慣を身に付けさせることも必要である。

○ 社会に目を向け多くのことと関わろうとする姿勢の育成

　「夢や目標を持つ」「将来のことを話す」児童ほど学力が高い傾向がある。特に、社会の出来事やニュースに関心
を持ち、家族との関わりの多い児童ほど学力が高い。このことから、身近な人と話すことが、目的や意図に応じて、
話の構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言葉遣いで話すことができることにつながっていると考える。また、外
国への関心も高いので、社会や世界へも目を向けるボランティアなどにも取り組み、自己表現の場や友達や地域
の方と協力する体験の場を多く設ける必要があると考える。

Ⅲ－(２)小学校国語科（５／５） 佐賀市教育委員会

佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日


